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の見直しが大企業を中心に行われているようです
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ご質問のとおり、我国において

「成果主義」が成功 したという話

はあまり聞こえてこないのが現状

です。その原因のほとんどは、成

果主義の誤解にあります。

そもそも成果主義の目的は 「人件費の削減」で

はありません。業績に応じた人件費の変動費化で

す。また、本来の成果主義は、決して短期的評価

のみで査定するものではありません。単純に1年

間の数字的な結果だけを見るのであれば、それは

成果主義とは言わず、「結果主義」あるいは 「ノ

ルマ主義」となってしまいます。

ともあれ、アメリカ版成果主義をそのまま日本

企業に導入することは、無理があるのかもしれま

せん。その多くの部分は 「評価」の過程にあると

言えます。公正 ・平等かつ客観的評価システム、

評価者である上司の理解度と能力、部下へのコー

チングカの未熟さ、労働 ・勤務に対する価値観の

違い、日本的慣習などの成果主義制度以前の問題

がクリアされていません。

そこで最近注目されている概念に 「コンピテン

シー」(competency)があります。本来アメリカ

版成果主義は、プロセス評価はあまり重視しませ

んでした。日本版成果主義の効果性のポイントが

ここにあるとすれば、この 「コンピテンシー」が、

大いに役立つと言えます。

コンピテンシーとは 「高業績者の行動特性」と

訳されます。もともとは、ハーバード大学のDoC.

マクレランド教授が米国防省から 「学歴や知識レ

ベルが同等の外交官が、発展途上国駐在期間に業

績格差がつくのはなぜか?」 という依頼を受け、

調査研究を行った結果、「学歴や知識は業績の高

さとさほど相関はなく、高業績者にはいくつか共

通の行動特性がある」と判明したことが始まりと

されています。

成果主義におけるコンピテンシーとは、できる

社員から仕事の進め方など具体的な 「行動」の特

徴を聞き取って文書化し、皆でその行動を見習お

う……と言うものであります。簡単に言えば、で

きる社員の 「虎の巻」が公開されるというイメー

ジでしょうか? コ ンピテンシーの導入が具体的

な成果につながる可能性は、高いかもしれません。

がんばれ ! 成 果主義。
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